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平成
二十
三年
度
中
佐
町
総
会
を
開
催
必
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司自 社団法人一関地区法人会

三P:1.i223 宝F~霊安室田i寺車怠重量

)
 
-(
 

ゐ

去
る
六
凡
二
卜
三
円
、
ベ
リ

l

ノ
ホ
テ
ル
一
聞
に
お
い
て
、
平
成

二
十
三
年
度
定
時
総
会
を
開
催
し

た
。

優良経理担当者の皆様おめでとうございます

総
会
に
は
、
一
関
税
務
署
長
を
は

じ
め
多
数
の
ご
来
賓
並
び
に
会
員
等

約
九
卜
名
出
席
。
議
事
で
は
、
①

二
十
二
年
度
事
業
報
告
一
本
認
、
②

一一
卜
二
年
度
収
支
決
賢
報
得
点
認
、

③
二
十
三
年
度
事
業
計
阿
案
承
認
、

④
二
十
三
年
度
収
支
予
算
案
承
認
、

⑤
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
に

Lノ

「公益法人移行(<:向け取り組んでゆきたい。」 と挨拶する小野寺会長

つ
い
て
提
案
さ
れ
た
。

一
号
議
案
か
ら
内
号
議
案
は
異
議

無
く
一
点
認
さ
れ
た
。

五
号
議
案
の
役
員
の
改
選
で
は
、

新
役
員
名
簿
の
と
お
り
選
任
さ
れ
、

任
期
は
二
年
と
な
っ
て
い
る
。

尚
、
議
事
の
前
に
第
二
十
八
回
催

良
経
理
担
当
者
表
彰
式
(
五
名
)
を

行
い
、
小
野
寺
会
長
よ
り
表
彰
状
と

記
念
品
を
夫
々
贈
呈
し
た
。

又
、
総
会
に
先
立
ち
「
お
酒
に
関

す
る
情
報
|
酒
税
を
中
心
と
し
て
」

と
題
し
、

一
関
税
務
署
の
肩
谷
署
長

さ
ん
よ
り
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

尚
、
平
成
二
十
7

年
度
事
業
計
阿

と
収
支
予
算
は
ご
覧
の
通
り
で
す
。

活
動
の
基
本
方
針

「
法
人
会
の
基
本
的
指
針
」
に
則

り
、
「
よ
き
経
営
者
を
め
ざ
す
も
の

の
団
休
」
と
し
て
、
会
員
の
研
鎖
、

納
税
恵
識
の
向
上
、
社
会
へ
の
貢
献

を
三
本
の
柱
と
し
て
、
税
務
当
局
汝

び
関
係
機
関
と
の
協
調

・
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
結
槻
的
な
事
業
活
動
を

推
進
す
る
。

ま
た
、
公
益
法
人
制
度
改
革
へ
の

対
応
を
重
要
課
題
と
し
て
、
上
部
団

体
並
び
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
指
導

を
得
な
が
ら
、
公
益
法
人
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
会
の
運
営
お
よ
び
事
業
活

動
の
確
立
に
努
め
る
。
特
に
、
法
人

会
の
原
点
で
あ
る
「
税
」
に
闘
す
る

活
動
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
。

E
恒
良
経
理
担
当
者

室

被

表

彦

者

名

簿

氏 名 事業所名

佐 j後 まゆみ (株)ユー ・エス

本J 上 裕 子 側一関ケーブルネットワーク

千 ~ ゆかり 社会福祉法人ふじの実会

高 橋 由 美 (有)チパインテリア

プ回マ← 原 静 代 (株) オ ヤ マ

•••••••••••••••••••••• 

「お酒に関す否情報」について講演をする岩谷税務署長

h社団法人一同地区法 人品
平成23年度定時総会

I.~ • 
更
に
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
災
者
支
援
や
震
災
復
興
に
役
立
つ

活
動
に
取
り
組
む
。



(2) 

主
な
事
業
計
画

1
.
公
益
関
係

①
税
の
啓
発
活
動

②
税
制
提
言
柄
動

③
経
営
支
援
活
動

④
地
域
社
会
丘
献
活
動

2

共
話
関
係

①
福
利
厚
生
事
業

②
会
員
支
援
事
業

③
会
員
用
強
情
動

④
支
部
活
動
の
充
実

⑤
青
年

・
女
性
部
会
活
動
の
活
性

レし

3
.
管
理
関
係

①
公
益
法
人
認
定
移
行
巾
討
の
準

②
諸
会
議
の
開
催

4
.
事
務
局
運
営
体
制
の
確
立

①
新
公
益
法
人
制
度
へ
の
対
応
を

意
識
し
た
、
適
正
な
会
計
処
理
。

②
法
令
に
基
づ
く
適
正
な
情
報
開

ホ
並
び
に
新
た
な
会
員
サ
l
ビ

ス
事
業
の
拡
充
を
図
る
た
め

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上

げ
検
討

・
実
施
。

平成23年 9Ji 12円

事康範鞠鵬鞠

【収入の部】

【支出の部】

雑収入
67 

青年。女性部会会費収入
30 

管理費
551 

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
!

ご来賓の皆様

去
る
、
六
月
ト
四
円
に
帝
国
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、

「
全
法
連
役
員
の
功

労
将
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

附
ヒ
、
吋
会
の
小
野
寺
会
長
が
永
年

の
尽
刈
を
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
た
。

又
、
去
る
六
月
卜
六
日
に
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ

!
ウ
イ

ン
グ
で
開
催
さ
れ
た
、
岩
手
県
法
人

会
連
合
会
通
常
総
会
席
上
で
、
全
法

連
会
長
表
彰
の
伝
達
式
並
び
に
射
手

県
法
連
会
長
友
彰
の
短
う
式
が
行
わ

れ
、
次
の
方
々
が
受
口
さ
れ
た
。

永
年
に
わ
た
る
、
法
人
会
活
動
に

ご
尽
力
さ
れ
た
ご
労
苫
に
感
謝
を
中

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
お

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

A-全国法
人
会
総
連
合
功
労
役
員
表
彰

会

長

小
野
寺

民

利

氏

(
附
松
栄
堂
)

.
全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
表
彰

m-

↑

引

佐

雌

幸

三

氏

(
附
大
仁
業
)

理

事

佐

々

木

賢

治

氏

(
同
げ
い
び
観
光
セ
ン
タ
ー
)

.
岩
手
県
法
人
会
連
合
会
会
長
表
彰

理

事

千

葉

刈

男

氏

(附
H

巴
焦
館
)

引

伊

東

義

洋

氏

(附
ト
キ
ラ
ミ
ネ

I
シ
ヨ
ン
)

明

鈴

木

泰

三

氏

(
附
東
北
冨

t)

Jffi 虫γ十且，

役職名 氏 名 'j1:業所名
f:Jl 永沢 稔 ノk t尺 木 材 (同
11 小野寺正ぶ (イi)小野寺金物自
11 金野茂人 (イi) 司1 M 
11 伊東 J受 rr (行)トキフミネーション
11 足利徳夫 (側 工忌 平IJ J: 業
11 小川見サム (同アーアル研究所
11 毛塚謙 イ4 望R 手L 業 (倒
11 似e 燐ヰE (イj)大工業
11 佐々木賢治 (イi}げいび観光センター

渡辺平11 敏 玄11 (イi} 幽 洞 観 光
11 fle 麟 王宝 加) {在 笠 工 ゴ長
11 鈎地平 一 (イj) メL 福

11 佐藤滝雄 (有)八沢自動事援備工場

11 千葉志向 (附 千 1主 建 i没
11 遊佐芳岡 (行) iIi1 佐 iI! 築
11 小野寺 主主 * Jt 協同石材(倒
11 小山 ~lE 児 倣} オー ヤ 可'

小山妬上 (倒11 オ ヤ てr
11 舞石 太 側 F草 石 興 1帝

11 天童能政 (れ) 天 童 守王 務 日号
!u?i'u z 鈴木 明 除)鈴木製板工場
11 北田文人 (資)上回電気商会
11 菅野健 一 (側 一 関プリン ト社

:各二
役職名 氏 1'， ']1: ;R所名
dLC4 当h 長 小野寺良利 (樹 キ公 栄 ーEι-

副 会 長 海野 iE 之 川崎コンクリー ト工業(綜)

11 Tf原徳 J友 (イi)モリネンイE 泉
11 及川弘人 I期 用 五ノ、Z JO1I 

11 {左 j後普{乍 トー パン印刷剛
11 下来秋雄 (イi}チパインアリア

~li .f9íf日!'JÇ 阿部新 一 一 |見|商工会議所

f'1i イ/王 J後; * (附 メL J;Iミ 1二 1努 J古
11 佐々木 一 必 (側 イ占: 々 Aく K:U 
11 斎!漆科 f (附 t苛 Jf，長 f'A よl -世
11 1'¥'野 U 継 (附 1M，，: 野 イE j占
11 占企川英 x・ |其i ガ ス (同
11 須田光宏 (倒 'f- 野 組

11 本公岡俊太郎 同 舟<吐， 汗可 1、£且企t (倒
11 細川似 ー (則一|刻ケーブルネットワーク

11 佐藤恒 kjt (イi}下代田美容室
11 出初l ，Ji ar¥ l且l f!U 運 (倒
11 TIJ 崎美込〔 仰4 相11 文 ス ト 『

ノ

11 ，UI .f:刻l 卓也 側ホーマス ・キリンヤ

11 J，.'i 柄宏 一 (有) r~ 柄 tlIl 脂 時
11 ff，: J雄 一二 自1¥ (有)花以モータース
11 阿部~)~ 彦 舟1J~ 乃 片 I西 造 (側
11 高橋幸良 絡 工 1努 (側
11 千葉力男 (有) 巳 焦 館 ※役員については全て、非常勤である

|消費税期限内納付]iF~jjþ亙【を実施中 I l!
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音R

A
一品

三邑
同

年

新
部
会
長
に
天
童
能
政
氏
1

去
る
L

ハ
川
九
円
ベ
リ
l
ノ
ホ
テ
ル

一
聞
に
お
い
て
、
占
年
部
会
の
平
成

二
三
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
抑
石
部
会
長
は
、
撲
ゆ
で
市
什
業

推
進
に
対
す
る
協
刈
に
感
謝
の
一一=
口集

を
述
べ
、
ま
た
点
日
本
大
混
災
に
つ

い
て
も
触
れ
、
庁
年
部
会
と
し
て
も

支
援
し
て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。
総

会
で
は
、
平
成
二
二
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
と
二
三
年
度
事
業

計
同
案
並
び
に
収
支
予
開
案
が
一点
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
に
よ
り
、
新
部
会
長
に
天

童
能
政
氏
(
附
天
皇
事
務
賠
)
、
そ

し
て
新
し
く
問
。
引
を
加
え
二一

々
日
の

役
員
が
就
任
し
た
。
今
年
度
の
主
な

事
業
と
し
て
、
租
税
教
宅
の
開
催
等

例
年
の
事
業
に
加
え
、
震
災
の
支
援

活
動
も
杭
極
的
に
取
組
む
乙
と
と
し

た
。

(3) 

左から菅野健二、佐藤淳、 佐藤浩二

公心

口

卑
守

H
時

開""
回4
定
U
't
A-宮川
げ

部

町別
館

年

取
鰹

ヂ主
同

惚
{
門
田

会

税
問

u
m
um順
一

-E
山畑一

地

耐
火
嶋
一

関

震
吟

」

大
別
一

宜
人
岡
、
税
-

祉
法

--
2
2

h
a
門口一

-

A
男
一

成

制
抑
一

μ
講

-

明
J

山

岳
O

E

W
M九
一

総
会
の
後
、

一
関
税
務
署
の
富
樫

統
招
官
の

「点
円
本
大
員
災
に
係
る

税
務
取
扱
い
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

記
念
講
演
が
開
催
さ
れ
た
。
判
会
で

も
多
く
の
会
員
が
被
災
し
て
お
り
、

少
し
で
も
役
に
立
て
る
お
話
だ
っ
た

と
思
う
。

懇
親
会
で
は
、
新
部
会
長
の
天
童

能
政
氏
の
挨
拶
や
宿
業
部
会
員
か
ら

の
思
い
出
話
な
ど
楽
し
い
安
と
な
っ

た
。な
お
、
平
成
二
二
年
度
で
卒
業
さ

れ
た
方
は
次
の
方
々
で
す
。
(
敬
称

略
)菅
野
健
二
・
附

一
関
プ
リ
ン
ト
社

佐
雌
淳

・
附
日
の
出
写
点
館

佐
藤
浩
二

・
倒
佐
雌
建
興

行
年
部
会
の
た
め
に
、
ご
民
献
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

卒業部会員

新
部
会
長
挨
拶

記念講演.富樫統括宮

青年部会長

天童能政

本
年
度
よ
り
二
年
間
、
巾
l
会
行
年

部
の
部
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
ポ

と
な
り
ま
し
た
。
微
ん
で
は
あ
り
ま

す
が
、
部
会
員
を
は
じ
め
本
会
、
ま

た
関
係
機
関
の
皆
様
に
ど
指
導
ご
協

力
頂
き
な
が
ら
、
そ
の
責
務
を
果
た

す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
政
々
青
年
は
果
敢
な
行
動

h
、
大
胆
な
発
忽
刈
こ
そ
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
源
泉
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
の
活
動

が
地
域
社
会
に
対
し
て
の

一
助
に
な

れ
ば
理
怨
で
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の

基
本
万
針
と
し
て
「
後
継
者
と
し
て

の
資
質
向
上
、
会
員
交
涜
(
仲
間
づ

く
り
)
、
社
会
員
献
活
動
」
を
掲
げ

「
税
知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高

掘
」
を
活
動
の
大
き
な
柱
と
位
置
づ

け
租
税
教
育
活
動
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
ま
た
乙
の
度
の
東
日
本
大
震
災

よ
り
甚
大
な
被
官庁
を
受
け
ら
れ
た
地

域
の
方
々
に
対
し
て
も

一
円
も
早
い

復
旧
復
興
を
願
い
、
そ
れ
を
支
援
す

る
活
動
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
様

な
活
動
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
山
会

い
・
親
時
そ
し
て
「
真
の
交
流
」
が

計
ら
れ
更
な
る
企
業
の
発
展
躍
進
が

成
さ
れ
れ
ば
本
望
と
思
い
ま
す
。
何

本
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

役職名 氏 ~I 'J工業所名
部 会長 天童能政 (有)天皇事務器

直前部会長 舞石 太 倣)舞石興 産

品IJ部 会長 占川秀樹 約)占川鉄工所
11 粛藤 賢 (側斎麟松月 堂
11 猪苗代作 子 大同生命保険側
11 菅 原良徳 *磐運送(倒

':f宇 '1王 矢萩 幸 雄 怖)矢 級建 設
11 宇部和 彦 宇 部建設側
11 成ヶ津兵器 一 関信用金庫
11 小畑 岡IJ (有)円集衛生
11 熊谷口徳 (株} く ま [¥句
11 平間 4言明 (附平間製館所
11 黒揮官 bl~ (附須藤食品
11 朝田 豪 明旧建設附
11 菅 原良一郎 カンリョウ (倒
11 菊地宏太郎 附千厩タクシー
11 及川雅 幸 (附及友技建
11 小野寺 点ー (剣山友建設
11 千葉智充 (制千葉建設
11 小山続也 (制オ ヤ てず

i『n出l 'JJ 佐々木 一 点 (株)佐々木組
11 小野寺 稔 東北協同石材(附

青年部会役員名簿 (22名)(新)

どうぞよろしくお願いします。

(平成23年 1月---6月入会)

j去 人 名 代表者名 イ主 所 業 手重 支部

(制エム ・ シイ 千代川 次男 一関市字沢 輸送用機器製造業 一関

佐藤て喜多庖(妹) 佐 J燦建治 大東町田鹿守:砂子田 建設業 大東

(株)結果産業 芳賀修 一 大東町渋民宇:大洞士山 伐採業 大東

(イi)かさい農産 話丙信昭 川崎町門崎字川崎 農業 川崎

“ どうぞよろしく新会員紹介除砂

&1 消費税期限内納付]ir~m~J[を実施中 i



円
を
笑
う
も
の
は

円
に
泣
く
」

(4 ) 

昔
か
ら
ご
銭
を
笑
う
も
の
は
一

銭
に
泣
く
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

現
代
で
は
「
一
円
を
笑
う
も
の
は
一

円
に
泣
く
」
と
い
い
か
え
る
と
と
が

で
き
る
。
金
融
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
と
い

わ
れ
て
い
る
今
日
、
企
業
も
個
人
も

元
気
に
な
る
に
は
、
カ
ネ
を
工
夫
し
、

考
え
て
使
う
こ
と
が
大
切
だ
。

現
在
の
金
融
情
勢
は
、
超
低
金
利

政
策
の
中
で
、
カ
ネ
は
有
り
余
っ
て

い
る
よ
う
に
み
え
な
が
ら
、
実
際
に

は
、
カ
ネ
が
必
要
な
企
業
や
伺
人
に

は
ト
分
に
回
っ
て
こ
な
い
。

一
昨
年
末
に
成
立
し
た
中
小
企
業

金
融
円
滑
化
法
に
よ
っ
て
、
金
融
庁

の
検
査
基
準
た
る
「
金
融
検
査
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
は
、
表
面
上
は
、
銀
行

経
営
保
護
か
ら
取
引
先
保
護
へ
と
大

き
く
変
わ
り
、
中
小
企
業
の
資
金
繰

り
は
一
見
「
返
済
猶
予
」
と
い
う
名

一寸

ー------"'-

ーーーー----'"‘

ー
金
融
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
時
代
、

生
き
た
資
金
の
使
い
道
を
考
え
よ
う
|

経
済
評
論
家

・
作
家

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
に
入
っ
た

金
融
情
勢

平成23年 9月12日

さ
川

平日

雄

の
も
と
に
解
決
さ
れ
た
か
に
み
え

る
。し
か
し
、
貸
付
の
基
本
原
別
で
あ

る
「
債
務
者
格
付
」
制
度
は
ま
っ
た

く
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
足
か
せ

が
あ
る
た
め
、
金
融
機
関
は
貸
し
た

く
と
も
貸
せ
な
い
と
い
う
厳
し
い
状

態
が
続
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
連
続

的
な
赤
字
を
計
上
す
る
取
引
先
な
ど

に
つ
い
て
は
追
加
融
資
が
で
き
な

.
U
 
そ
の

一
方
で
、
金
融
機
関
側
は、

集
ま
っ
た
預
金
の
運
用
方
法
と
し

て
、
大
半
を
一
見
、
安
全
性
が
高
く
、

一
定
の
利
鞘
が
穣
げ
る
国
債
投
資
に

振
り
向
け
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
国
債
も
、
日
本
国

の
借
金
が
年
々
増
加
し
た
た
め
、
海

外
の
格
付
機
関
か
ら
再
三
に
わ
た
っ

て
「
格
下
げ
」
の
評
価
が
下
さ
れ
、

そ
の
安
全
度
が
問
題
視
さ
れ
て
き
て

い
る
。
「
凶
債
の
安
全
性
」
に
関
す

る
不
安
と
、
バ
ブ
ル
時
代
の
不
良
債

---

権
の
残
骸
が
重
な
っ
て
「
金
融
メ
ル

ト
ダ
ウ
ン
」
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

カ
ネ
は
上
手
に
使
っ
て
こ
そ
国
家

に
も
、
企
業
に
も
何
人
に
と
っ
て
も
、

生
き
た
形
で
戻
っ
て
く
る
。
と
こ
ろ

が
、
最
近
の
日
本
は
こ
の
循
環
装
置

が
一
時
的
に
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、
宗
気
低
迷
の
た
め
積
極

的
な
資
金
需
要
は
発
生
し
に
く
い
状

況
下
に
あ
る
。
加
え
て
偵
務
者
格
付

制
度
が
重
な
っ
て
企
業
資
金
の
貸
付

等
に
十
分
同
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

乙
れ
が
景
気
回
復
、
日
本
再
生
の
足

か
せ
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
国
債
は
、
米
国
債
の
引
き
受

け
が
中
国
や
円
本
等
の
外
国
で
あ
る

の
と
違
い
、
門
国
(
日
本
)
の
金
融

機
関
が
引
き
受
け
て
い
る
の
で
、
安

全
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る
。
し
か

し
、
い
ま
、
そ
の
国
債
の
引
き
受
け

手
で
あ
っ
た
個
人
の
金
融
資
産
も
回

減
り
を
始
め
、
将
来
も
国
債
を
引
き

受
け
続
け
て
く
れ
る
か
は
大
い
に
疑

問
が
出
て
き
た
。
こ
こ
に
金
融
メ
ル

ト
ダ
ウ
ン
の
原
因
が
あ
る
。

資
金
不
足
は
工
夫
不
足

こ
う
し
た
循
環
不
全
の
中
で
、
企

業
は
ど
う
資
金
計
阿
を
立
て
て
い
く

か
が
問
題
と
な
る
。

第
一
は
、
計
画
を
立
て
て
、
資
金

不
足
の
最
大
の
要
閃
と
な
る
「
無
駄

な
資
金
」
を
徹
底
的
に
排
除
し
、
そ

れ
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
だ
。

女

'性

AQE 

女
性
部
会
定
時
総
会
開
催
1

新
役
員
選
任
1

去
る
六
月
六
日
ベ
リ
l
ノ
ホ
テ
ル

一
闘
に
お
い
て
、
ご
来
賓
に

一
関
税

務
署
の
告
谷
署
長
さ
ん
等
を
迎
え
定

時
総
会
を
開
催
し
、
平
成
一-
卜
一
.
年

度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
並
び
に
平

成
二
卜
=一
年
度
事
業
計
同
案
と
収
支

予
算
案
が
尿
認
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
任
則
満
了
に
伴
う
役
員
の
改

選
が
行
わ
れ
、
別
紙
役
員
名
簿
の
と

お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ι
な
ー
ん
キ‘
L
富
芯
掌
文
時
叫
抽
押-Y」

+伯
ーん+--L 
ヱJ'fu 
l
y」
帯
未fT
 

-制
札
・4
‘ーし
江
は
明
世
E
E
R
 

A
五
郎
即
副
制

作
九
再
制

三
月
十

一
日
に
あ
の
大
震
災
が
起

き
、
い
ま
だ
三
月
足
ら
ず
で
の
附
催

で
し
た
が
、
皆
さ
ん
多
か
れ
少
な
か

れ
被
害
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
お
元
気
で
し
た
の
で
幸
い

で
し
た
。
懇
談
会
で
は
、
も
う
そ
の

瞬
間
と
そ
の
後
の
H

話
H

で
時
間
が

足
り
な
い
ぐ
ら
い
で
し
た
。

r-' 

二
十
三
年
度
の
事
業
計
岡
は
次
の

通
り
で
す
。

O
会
員
相
互
の
研
鎖

O
税
務
当
局
と
の
情
報
交
換

O
親
睦
交
涜

・
伺
察

O
組
織
の
強
化

。
地
域
社
会
へ
の
点
献

。
租
税
教
育
へ
の
取
組
み

。
震
災
復
興
支
援
活
動

・
被
災
省
支

援
活
動
へ
の
取
組
み

ご来賓の皆様にも一言づついただきました 懇親会の席上、挨拶をする宇部部会長

| 消費税期限内納付]irfIm~J[を実施中 l !tl



第
二
は
、
企
業
で
も
例
人
で
も
考

え
て
打
効
に
使
っ
て
こ
そ
カ
ネ
は
、

生
き
生
き
と
し
た
ん
を
持
つ
。
そ
の

た
め
に
は
、
近
い
将
来
、

ト人
き
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
て
戻
っ
て

く
る
前
向
き
の
資
金
計
阿
を
作
り
、

そ
れ
に
使
う
こ
と
だ
。
売
仁
げ
の
噌

加
は
、
こ
の
不
況
期
に

一
栄
に
ヒ
が

る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
相
ま

き
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、
利
益
と

い
う
果
実
は
か
え
っ
て
と
な
い
。

企
業
に
と
っ
て
前
向
き
の
資
金
と

し
て
は
次
の
も
の
が
与
え
ら
れ
る
。

①
研
究
開
発
出
②
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
通
し
て
の
売
り
上
げ

噌
加
の
た
め
の
資
金
③
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
時
代
を
迎
え
て
ホ

1
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
セ
ー
ル
ス
の
拡
大
販
促
資
金
@

人
材
育
成

・
開
発
資
金
。

い
つ
の
時
代
で
も
、
企
業
経
営
の

基
本
は
人
材
の
開
発

・
育
成
で
あ

る
。
特
に
巾
小

・
中
堅
企
業
は
こ
の

人
材
の
育
成
と
椛
保
が
次
の
大
き
な

ス
テ
ッ
プ
に
は
欠
か
せ
な
い
。

個
性
溢
れ
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
あ

る
ト
ッ
プ
、
そ
の
ト
ッ
プ
を
支
え
る

ナ
ン
バ
ー
2
や
補
佐
役
の
存
在
が
、

生
き
残
れ
る
か
、
廃
業

・
倒
産
す
る

か
の
分
か
れ
固
と
な
る
。
特
に
高
齢

化
し
た
経
営
者
に
お
い
て
は
、
後
継

民
刊
を
含
む
人
材
の
選
定

・
育
成
が
大

切
で
、
そ
の
た
め
に
は
生
き
た
金
を

投
資
す
べ
き
で
あ
る
。

地
域
の
糾
を
深
め
、

平成23年 9月1211(5) 

地
域
再
生
の

た
め
の
資
金
も
不
可
欠
で
あ
る
。
白

分
だ
け
、
白
社
だ
け
生
き
残
れ
ば
よ

い
と
い
う
考
え
は
、
も
は
や
現
代
で

は
通
用
し
な
い
。
そ
の
た
め
の
資
金

を
積
極
的
に
捻
出
し
た
い
。

積
極
的
な
資
金
の
生
み
方
・

活
か
し
方

さ
て
次
に
こ
う
し
た
資
金
の
調
達

に
閲
し
て
一
考
し
た
い
。

ま
ず
借
入
金
に
頼
ら
ず
、
ト
ッ
プ

を
は
じ
め
幹
部
は
自
己
資
金
の
確

保
、
い
い
か
え
る
と
増
資
を
行
う
こ

と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
公
私
混
同
の
組

組
、
経
理

・
財
務
の
公
開
、
す
な
わ

ち
、
経
理

・
財
務
な
ど
の
経
常
的
報

に
関
し
て
、
幹
部
と
社
員
と
の
情
報

の
共
有
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

第
二
は
、
白
己
資
金
の
充
実
に
際

し
て
限
舛
が
あ
る
な
ら
、
社
長
を
は

じ
め

一
族
の
株
、
五
か
ら
私
持
伯
を
合

む
借
入
金
を
求
め
、
き
ち
ん
と
し
た

返
済
計
阿
を
立
て
る
と
と
が
大
官
で

あ
ろ
う
。

第
三
は
、
日
頃
か
ら
取
引
し
て
い

る
金
融
機
関
に
足
を
運
び
、
前
向
き

な
資
金
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
具

体
的
な
事
業
計
両
を
示
し
て
、
そ
の

資
金
調
達
へ
の
支
援
を
求
め
る
こ
と

で
あ
る
。
金
融
機
関
の
支
出
附
長
、
融

資
謀
長
も
人
の
子
、
問
的
だ
け
に
依

存
す
る
資
金
運
用
よ
り
も
、
地
一応
企

業
の
再
生
に
耳
を
傾
け
る
人
も
い
る

は
ず
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
支
防
長
ら
に
工

場
を
訪
問
さ
せ
、
ま
た
会
社
の
オ

フ
ィ
ス
に
も
訪
れ
て
も
ら
い
、
「
魅

力
あ
る
企
業
」
の
査
を
見
せ
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

金
融
機
関
側
も
、
図
的
と
い
う
安

全
神
話
に
溺
れ
る
こ
と
な
く
、
日
本

再
乍
の
た
め
、
中
小
企
業
へ
の
資
金

を
多
少
の
リ
ス
ク
を
負
っ
て
も
挑
戦

す
る
こ
と
が
必
要
が
あ
る
。

カ
ネ
は
生
か
し
て
こ
そ
、
本
当
の

価
値
が
あ
る
こ
と
を
、
企
業
側
、
金

融
機
関
側
も
肝
に
銘
じ
る
べ
き
で
あ

る
。

¥
{筆
者
紹
介
}

一

荒
和
雄
(
あ
ら
・か
ず
お
)

早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
。
点

点
都
民
銀
行
支
防
長
な
ど
を
経

て
独
立
。
経
済
評
論
家

・
作
家

と
し
て
講
演
や
テ
レ
ビ
の
コ
メ

ン
テ
l
タ
ー
な
ど
で
幅
広
く
活

羽
能
。

(新)女性部会役員名簿 (27名)

役職名 氏 名 事業所名

幹 鈴 木 久 f三 (妹)マリアージュ

11 鈴 木 隆 子 (掠) /Jく 盛 J~ 

11 )11 文 江 (制柴宿ファッション

11 T 集 宅 J乙 (附フジテック行手

11 ア沖リド 地 国 .f (イj) メ1 FEi 

11 金 型予 ます f (有) 湖一l 月 堂

11 ~L 1 府l j-: (株) オ ヤ マ

11 111 {憂 アー オ ヤ てず (株)

11 猪苗代 洋 下 大同生命保険(制

隠IIIと1 すI 首長 谷 充 r (株) EI 野屋本間
11 ゲI イ豆 ?志 f (イj) ゲJ 本 屋

顧 日l斎 月泰 十与 f (株)斎雌松片 土ム;1，:

相 II炎役 ノj、里子τ'j 民4 ?登 (株) 松 栄 '1"-. 

~)i: q，絞4ノ} 氏 1'， 'J1業所名

部会長 宇部 スヤ j三 i1lS 1主 2R3 又L (妹)

高IJ部会長 小野寺 ヨシ子 (州小野寺設備

11 金津忠 子 (倒金津電気工業所

11 /Jて 沢順 子 乃て 7尺 木 材 (株)

11 千島主 とし j乙 (株) 千 L長 建 設
ート一一

11 t1t 崎美五H (妹)桝l 文ス ト ーノヲ

4玲 浅井 斤合 f (妹) 浅 * ?由 同
11 斎藤 裕 子 (制斎雌松月堂

11 鈴木和 J三 (柑鈴木製板工場

11 1Znt野利 J王 (H)花泉福祉会花泉保育悶

11 只 見富 、iZL 的)総合インテリアタダミ

11 佐藤 ちづと |羽 配 送 (株)

11 千葉 (行) 下 』長 産 業

11 朝 田 /x 子 ':lfJ 田 u 言受 (株)

金 |消費税期限内納付lirEMAEを実施中



〆戸町、

、 l'-r~ 23年 9 月 1 2 1-1 (6) 

税務署からのお知らせ
「国税に関する申告・納付等の期限」 について

点 1~1 :;;j豆大震災により被災された皆様に、心からお見舞い FII しとげます。

射手県、宮城県及び福山県のうち、次の表を除く地域の納税者の方の、平成23年 3凡11円から 9月30日ま
での11日に到来する全ての国税の申告 ・納付等の期限は、

|平成23年9月30日
【引き続き期限が延長される地域】

主山吉 手 県 r邑-可 1減 県

管轄著 市 町村 管轄署 市 町村

F邑"'" 古 宮古市、山田町 石巻
石巻市、東松島市、

女川町

大船渡
大船渡市、陸前品田市、

塩釜 多賀城市
住田町

(金)卜す。

福 島 県

管轄署 市 町村

キ~ 島 J 111実回I

君日 山 田村市

南相馬市、飯舘村、

浪江町、双葉町、
釜石 釜石市、大槌町 気仙沼 気仙沼市、南=陸町 相 馬 大熊町、富岡町、

楢葉町、広野町、

葛尾村、川内村

振替納税をご利用の方 > 
9FJ30日までに申告所得税や伺人事業者の消貨税反び地方消費税に係る平成22年分の臨定申告書を提山し
たノ7で振替納税をご利用の万の振替納付日は、平成23年10月31n (月)となります。

|申告等の手続が困難な方 >

東日本大震災による災吉等により、 9月30日までにr!1告 ・納付等の手続が困難な万については、個別に期
限の延長が認められますので、状況が落ち着いた後、最寄りの税務署にご相談ください。

その他の震災特例法の|人j容や震災に伴う税務上の取吸いについては、

をご覧いただくか、最寄りの税務特にご相談くださし、。

国税庁ホームページ (www.nta.goJp)

2 源泉所得税事務集中処理の対象署の拡大(全52税務署に拡大) について

仙台国税局では、源泉所得税事務の一層の効率化を閑ることをH的として、平成22年 7月以降「源泉所得
税事務集巾処理センタ一室」を設置して、宮城県、山形県放び福島県内の28税務署における納付指導事務の

うち、 納付照会ハガキの発送や納付照会ハガキの未回答者の一部に対する電話照会について集巾処理を実施し

ているところですが、平成23年 7) J以降は、集中処理の対象署を軒内の全52税務署に拡大して実施いたします。
乙れに作い、新たに集巾処理の対象となる青森県、 Fi下山及び秋田県内の24税務署については、次の点が
変史になります。

① 納付照会ハガキは、源泉所得税事務集中処理センター宅からの発送となります。

② 納付照会ハガキの返送先は、源泉所得税事務集r!'処埋センタ一室となります。

③ 源泉所得税事務集中処理センタ一室から、源泉所得税の納付状況等を電話で照会させていただく場合があ

ります。

※ 上記変更点は、宮城山、山形県及び福島県内の28税務署については、既に実施している内容です。

集 巾 処 JI~

センタ一室

の名称、等

2 

3 

名称

所在地

電話務弓

仙什同税局 源泉所得税事務集中処理センタ一室

宮城県仙台市若林区卸UlJ3丁H8-5
仙台rl'税務署内
0570-05-9012 
(ナビダイヤル :rll内通話料金でご利用いただけます。)
1 P ~CÜ話等をご利用の場合

022-236-9541 (通常通話料金〉
※ 悦付r-'111話からナピダイヤルそご利用の場合は、通常の通話料金となります。

|消費税期限内納付liFfiit亘Eを実施中ll!
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冨
だ

立

災
害
時
の
税
手
続
き
を
研
修

(7) 

三
日月
卜
一
円
及
び
川
月
七
円
に
発

生
し
た
東
日
本
大
一出
災
は
未
曾
有
の

災
害
を
も
た
ら
し
、
尊
い
命
が
犠
牲

に
な
り
ま
し
た
。

一
関
地
区
法
人
会
室
担
支
部
で

は
、
地
震
被
芹
等
災
需
に
閲
す
る
税

手
続
き
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
六
月

一-
卜
二
川

(
中
小
)
に
、
室
恨
商
工
会

館
で
開
催
、

三
卜
五
名
が
参
加
し
手

続
き
等
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
未
曾
有
の
被
需
の
発
生

に
よ
り
、
各
種
税
の
納
期
の
延
長
等

の
情
報
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
員
へ

の
情
報
提
供
の
た
め
開
催
し
た
も
の

で
、
当
日
は
一
関
市
の
鈴
木
税
理
上

呪
務
所
の
鈴
木
和
同
氏
に
講
師
を
お

願
い
し
、
今
同
の
地
長
被
害
等
に
つ

い
て
の
手
続
き
な
ど
最
近
の
情
報
に

交
え
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。研
修
項
目
は
、
申
告
期
限
の
延
長
、

繰
戻
還
付
の
請
求
の
方
法
、
災
害
関

係
員
用
の
算
定
方
法
、
資
産
の
再
評

価
、
復
旧
民
川
の
内
容
、
消
費
税
屈

山
口
の
特
例
な
ど
に
つ
い
て
、
又
所

得
税
に
つ
い
て
は
、
期
限
延
長
の
内

科
、
雑
損
控
除
凶
係
な
ど
に
つ
い
て
、

最
近
の
情
報
等
実
例
を
示
し
な
が

ら
、
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鈴
木
講
師
は
、
直
災
後
に
大
船
渡

な
ど
の
災
宵
地
で
の
税
務
相
談
等
も

受
け
て
お
り
、
災
宮
地
の
状
況
に
つ

い
て
も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

災
害
に
対
す
る
身
近
な
税
に
つ
い

て
の
研
修
と
あ
っ
て
、
感
心
が
高

く
、
法
人
会
関
係
者
以
外
に
も
一
般

の
方
々
も
参
加
い
た
だ
き
、
家
の
壁

が
落
ち
た
が
税
の
控
除
は
あ
る
の

か
。
保
険
金
で

一
部
を
修
繕
し
た
が

税
の
控
除
手
続
き
の
刀
法
は
。
家
財

が
被
災
し
た
と
き
の
印
刷
出
等
の
方
法

等
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
講
師
か
ら
は
、
と
の
よ
う
な
被
害

に
お
け
る
税
手
続
き
の
基
本
は
、
災

害
に
あ
っ
た
と
と
の
証
明
と
し
て

の
「
躍
災
証
明
」
が
必
要
と
の
指
導

が
あ
り
、
い
め
の
下
続
き
を
し
て
お

く
よ
う
に
と
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し

た
。

多くの質問があった研修会

定
時
総
会

去
る
七
月
二
十
日
構
茂
登
に
お
い

て
、

一
関
支
部
の
平
成
二
三
年
度
定

時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
平
成
二
二

年
度
安
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
と

平
成
二
三
年
度
事
業
計
同
案
並
び
に

収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

今
年
度
の
官
業
計
両
と
し
て
、
公

益
法
人
移
行
認
定
を
意
識
し
た
事
業

の
開
催
や
、
恒
例
の
会
員
親
睦
旅
行

も
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
皆
様
の
ご
参
加
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
、
新
役
員
7
U引
を
含
め
二
卜

名
が
就
任
し
た
。
松
岡
支
部
長
、
細

川
、
岩
淵
両
副
支
部
長
は
再
任
と

な
っ
た
。
ご
祝
辞
は
、
持
任
し
た
ば

か
り
の
酒
井
正
美
税
務
署
長
岐
か
ら

頂
戴
し
た
。
(
い
わ
き
山
身
で
す
)

総
会
に
先
立
ち
、
山
朽
手
銀
行
一
関

4z
・1

由

z
h回刷

出
陣

ご
一同
氏

定
一司

a

n
H
E
M
-羽
4n

aロ
司
副

支
一I
口

関

百

四恨

4
2
E
L
 

入

国
間
晴

法

守
町

区

コ
E

地
M
1
劃

聞

F
関

掴
臥

T
併

U
K
-

手

記念講演での小根口支庖長

支
屈
の
小
川
恨
円
支
届
長
線
の
記
念
講

演
が
開
催
さ
れ
、
「
T
P
P
賛
否
両

論
」
と
題
し、

笑
い
あ
り
の
わ
か
り

易
い
お
話
を
聴
講
し
た
。

懇
親
会
に
は
、
酒
井
税
務
署
長
様

女
性
部
会

「
一
闘
の
餅
文
化
と

抱一

π研
修
」
の
ご
案
内

知
っ
て
い
る
よ
う
で
意
外
と
知
ら

な
い
「
地
元
の

・
・
・
」
を
観
て
、

聴
い
て
、
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

九
月
二
卜
八
日
(
ボ
)

ト
時

1
卜
日
時
頃

厳
美

・
本
寺
方
面

会

員

千

円

非
会
員

二
千
円

場

所

参
加
料

内

容

十
時
三
卜
分
1

0
祭
時
大
橋

・
骨
寺
村
正
岡

卜

一
時
一一一
卜
分
i

O
講
演
「
一
関
の
餅
文
化
と

餅
膳
料
理
に
つ
い
て
」

講

師

佐

藤

育

郎

氏

卜
二
時
1

0
昼
食
(
餅
膳
料
理
)
古
曲
出
家

そ
の
あ
と
は
、
若
神
子
亭
や
道

の
駅
で
お
買
い
物
タ
イ
ム
。

0
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

各
地
区
を
ま
わ
り

一
関
駅
は
卜
時

頃
発
と
な
り
ま
す
。

O
お
申
し
込
み

・
お
川
い
合
わ
せ

や
講
師
の
小
川恨

n支
庖
長
様
、

三
名

織
の
ご
来
賓
の
万
々
も
交
え
て
、
退

任
さ
れ
る
役
員
さ
ん
、
新
任
役
員
さ

ん
か
ら
の
お
言
葉
も
あ
り
、
に
ぎ
や

か
な
懇
親
会
と
な
っ
た
。

-F電明日はA .fヲ~ ~こ
X 話 }~J お九

願汁
い 二
い |ー
た で
し円
まま
すで
。すI

務

フ
』

q
d
l
l
A守
門
/
』

A『
A
q
u

2
3
1
4
3
3
0
 

「
特
別
研
修
の
集
い
」
ご
案
内

心
の
癒
し
を
求
め
、
天
台
寺
で
謹

厚
木
伎
を
し
て
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

卜
月
十
二
日

(
水
)

十

一
時
1
十
五
時

二一
戸
・
天
台
寺

二
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

会

員

五

千

円

非
会
員
八
千
円

場

所

参
加
料

内

容

O
天
台
寺
住
職
諸
演
と
謹
厚
木
炎

O
浄
法
寺
塗
り
油
生
会
口
見
学

-
セ
レ
モ
ニ
ー

-
R
食
会

。
護
摩
木
は
犬
々

3
い
て
い
た
だ
き

ま
す
0

0
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

各
地
区
を
ま
わ
り
、

一
関
I
・

C
は
八
時
頃
発
と
な
り
ま
す
。

O
お
申
し
込
み
・お
問
い
合
わ
せ
は
、

九
月
二
十
六
円
ま
で
事
務
局
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

金 |消費税期限内納付liFfli$理を実施中
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23.2.22 
女性部会千厩ひなまつり見学会

，〆-、

法人税&消費税決算申告説明会
主錨/ゐ位一閉館区戸 臥 会・一関税務

〆~、、

23.3.11 女性部会「絵はがきコンクール表彰式J
平泉小学校の校長室~i:て
(あの恐怖の大震災~;j:、このあとでしたJ

23.3.4 
法人税並びに消費税決算申告説明会
講師の一関税務署法人課税部門斉藤上席調査官

山
1
会
で
は
、
毎
年
一
月

・
阿
凡

・
八
月

・

卜

一
月
に
H

ほ
う
じ
ん
μ

を
会
員
に
送
付
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
に
、
会
員
サ
ー
ビ
ス

の
一
環
と
し
て
、
会
員
様
の
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
や
チ
ラ
シ
な
ど
を
同
送
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
下
記
の
要
加
で
お
巾
込

み
く
だ
さ
い
。

【記
〕

.
次
回
送
付
田

市「成
二
卜
三
年
卜

・
チ
ラ
シ
等
の
大
き
さ

A
4
版

l
枚

・
申
込
締
切

平
成
一一
卜
J
4

年

23.3月 22日~4月 8 日まで
室根則、学校6年生の絵はがき
コンクール応募作品を展矛、
一関信用金庫室根支庖Ii:て

23.3.28"'4月11日まで
平泉小学校6年生の絵はがき
コンクール応募作品を展示
平泉郵便局にて

月

初
旬

万-:-) J 
fC ョ

イ tl
}I回

法人会二ユースいちのせきは、 資源保護のため古紙配合の再生紙を使用し、環療にやさしい植物系インキを使用しています。
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